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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成22年8月26日(2010.8.26)

【公開番号】特開2007-112426(P2007-112426A)
【公開日】平成19年5月10日(2007.5.10)
【年通号数】公開・登録公報2007-017
【出願番号】特願2006-261261(P2006-261261)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｔ  13/74     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｔ  13/74    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成22年7月13日(2010.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ブレーキ液圧を発生するマスタシリンダと、ブレーキペダルの操作により進退移動する入
力部材と、該入力部材に対して相対移動可能に配置されたアシスト部材と、該アシスト部
材にアシスト推力を加えることにより該アシスト部材を進退移動させる電動アクチュエー
タと、該電動アクチュエータを制御するコントローラと、を備え、前記ブレーキペダルの
操作に基づき、前記コントローラが前記電動アクチュエータを制御し、前記アシスト部材
に付与されるアシスト推力により前記マスタシリンダ内に倍力されたブレーキ液圧を発生
させる電動倍力装置において、
　前記入力部材と前記アシスト部材との相対変位量を検出する相対変位量検出手段または
前記アシスト部材の変位量を検出するアシスト変位量検出手段のいずれかを備え、
　前記コントローラには、前記ブレーキペダルの操作量に基づき、前記入力部材と前記ア
シスト部材との相対変位関係が可変となる目標変位量を設定する目標変位量設定部と、前
記相対変位量検出手段または前記アシスト変位量検出手段からの信号に基づき、前記入力
部材と前記アシスト部材との相対変位関係が前記目標変位量となるように前記電動アクチ
ュエータを制御する制御部と、が設けられていることを特徴とする電動倍力装置。
【請求項２】
前記ブレーキペダルから前記入力部材に付与される入力推力と前記電動アクチュエータか
ら前記アシスト部材に付与されるアシスト推力とにより、マスタシリンダ内にブレーキ液
圧を発生させ、該ブレーキ液圧による反力の一部が前記入力部材に、他の一部が前記アシ
スト部材にそれぞれ伝達されるようにしたことを特徴とする請求項１に記載の電動倍力装
置。
【請求項３】
前記入力部材と前記アシスト部材との間には、前記アシスト部材に対して前記入力部材を
両者の相対変位の中立位置に向けて付勢する付勢手段を設けたことを特徴とする請求項１
または２に記載の電動倍力装置。
【請求項４】
前記コントローラは、ブレーキ液圧を増加する方向へ前記入力部材が移動するに従い、前
記入力部材の変位量に比べて前記アシスト部材の変位量が大きくまたは小さくなるように
前記目標変位量を設定し、該目標変位量に基づき前記電動アクチュエータを制御すること
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を特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の電動倍力装置。
【請求項５】
前記目標制御量設定部は、前記ブレーキペダルの操作量が初期位置から所定量移動したと
きに、前記アシスト部材の変位量が前記入力部材の変位量と同じかまたはこれよりも大き
くなる前記目標変位量を設定し、前記制御部は、設定された目標変位量に基づき前記電動
アクチュエータを制御して前記アシスト部材を変位させ始めることを特徴とする請求項１
乃至３のいずれかに記載の電動倍力装置。
【請求項６】
前記目標制御量設定部は、前記ブレーキペダルの操作量が所定量より小さいときに第１目
標変位量を設定し、前記ブレーキペダルの操作量が前記所定量以上となったときに、前記
入力部材と前記アシスト部材との相対変位量が前記第１目標変位量より大きい第２目標変
位量を設定することを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の電動倍力装置。
【請求項７】
前記目標制御量設定部は、前記ブレーキペダルの操作速度が所定速度より小さいときに第
１目標変位量を設定し、前記ブレーキペダルの操作速度が前記所定速度以上となったとき
に、前記入力部材と前記アシスト部材との相対変位量が前記第１目標変位量より大きい第
２目標変位量を設定することを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の電動倍力装
置。
【請求項８】
前記目標制御量設定部は、前記ブレーキペダルの踏み込み停止時に、前記入力部材に対し
て前記アシスト部材がブレーキ液圧を増加する方向へ所定量変位するように前記目標変位
量を設定することを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の電動倍力装置。
【請求項９】
前記コントローラは、アクセルペダルの操作を検知するアクセルセンサまたはエンジンス
ロットルの開閉を検知するスロットルセンサに基づく信号を受け、アクセルペダルの操作
が解除されたことを前記アクセルセンサが検知したときまたは前記エンジンスロットルが
閉となったことを前記スロットルセンサが検知したときに、前記マスタシリンダの無効ス
トローク分を減らすため、前記入力部材に対して前記アシスト部材がブレーキ液圧を増加
する方向へ変位するように前記目標変位量を設定し、該目標変位量に基づき前記電動アク
チュエータを制御することを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の電動倍力装置
。
【請求項１０】
前記目標制御量設定部は、前記ブレーキペダルの操作量の増大に伴い、前記アシスト部材
と前記入力部材との相対変位量が大きくなるように前記目標変位量を設定することを特徴
とする請求項１乃至３のいずれかに記載の電動倍力装置。
【請求項１１】
前記ブレーキペダルの操作量は、前記ブレーキペダルからの踏力を検出する踏力センサ、
前記電動アクチュエータを構成する電動モータヘの電流量を検出する電流センサもしくは
マスタシリンダのピストンにより発生する液圧を検出する液圧センサのいずれかの検出信
号を演算して得られた前記入力部材の変位量に相当する推定量、または、変位センサによ
り前記入力部材の車両に対する絶対変位量に相当する出力のいずれかにより求めることを
特徴とする請求項１乃至１０のいずれかに記載の電動倍力装置。
【請求項１２】
前記目標制御量設定部は、前記ブレーキペダルの操作量と前記アシスト変位量検出手段か
らの信号とに基づき、前記入力部材と前記アシスト部材との相対変位関係が可変となる前
記目標変位量を設定することを特徴とする請求項１乃至１１のいずれかに記載の電動倍力
装置。
【請求項１３】
前記アシスト変位量検出手段は、前記電動アクチュエータを構成する電動モータに設けら
れたレゾルバの出力に基づき前記電動モータの回転変位から前記アシスト部材の変位量を
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検出することを特徴とする請求項１２に記載の電動倍力装置。
【請求項１４】
前記目標変位量設定部は、前記ブレーキペダルの操作量および該ブレーキペタルの操作速
度に基づいて前記目標変位量を設定することを特徴とする請求項１乃至３、７のいずれか
に記載の電動倍力装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１～３に示される装置においては、入力部材とアシスト部材と
の相対変位量が常に一定となるようにアシスト部材を制御しており、入力部材とアシスト
部材との相対変位関係を変化させるようにアシスト部材の変位量を制御することができな
い。また、入力部材の変位量を検出しこれに応じて、入力部材とアシスト部材との相対変
位関係を自由に変位量制御するようにはなっていない。
　すなわち、特許文献１に示される装置では、入力部材とアシスト部材との相対変位量を
常に０になるように制御しており、入力部材とアシスト部材との相対変位関係を可変に制
御することができない。また、特許文献１に示される装置は、入力部材の変位量を検出し
ておらず、この変位量に応じて上記両部材の相対変位関係を自由に変位量制御する技術を
含んでいない。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　また、特許文献２に示される装置では、入力部材とアシスト部材とが一体的に移動する
ようになっており、このため、当然に入力部材とアシスト部材との相対変位関係を可変と
することができない。また、特許文献２に示される装置は、入力部材の変位量を検出して
おらず、この変位量に応じて上記両部材の相対変位関係を自由に変位量制御する技術を含
んでいない。
　さらに、特許文献３に示される装置では、入力部材とアシスト部材とが相対変位できる
ようになっているものの、両部材の相対変位量を検知することについては全く考慮されて
おらず、このため、入力部材とアシスト部材との相対変位関係を可変に制御することはで
きない。また、特許文献３に示される装置は、入力部材の変位量を検出しておらず、この
変位量に応じて上記両部材の相対変位関係を自由に変位量制御する技術を含んでいない。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、ブレーキペダルの操作量(推定量も含む)
に応じて、入力部材とアシスト部材との相対変位関係が可変となるように変位量制御する
ことで、所望する種々のブレーキ特性を得ることができ、ブレーキフィーリングの改善を
行い得る電動倍力装置を提供することにある   
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項１記載の発明は、ブレーキ液圧を発生するマスタシリンダと、ブレーキペダルの
操作により進退移動する入力部材と、該入力部材に対して相対移動可能に配置されたアシ
スト部材と、該アシスト部材にアシスト推力を加えることにより該アシスト部材を進退移
動させる電動アクチュエータと、該電動アクチュエータを制御するコントローラと、を備
え、前記ブレーキペダルの操作に基づき、前記コントローラが前記電動アクチュエータを
制御し、前記アシスト部材に付与されるアシスト推力により前記マスタシリンダ内に倍力
されたブレーキ液圧を発生させる電動倍力装置において、前記入力部材と前記アシスト部
材との相対変位量を検出する相対変位量検出手段または前記アシスト部材の変位量を検出
するアシスト変位量検出手段のいずれかを備え、前記コントローラには、前記ブレーキペ
ダルの操作量に基づき、前記入力部材と前記アシスト部材との相対変位関係が可変となる
目標変位量を設定する目標変位量設定部と、前記相対変位量検出手段または前記アシスト
変位量検出手段からの信号に基づき、前記入力部材と前記アシスト部材との相対変位関係
が前記目標変位量となるように前記電動アクチュエータを制御する制御部と、が設けられ
ていることを特徴とする。
　請求項２記載の発明は、請求項１に記載の電動倍力装置において、前記ブレーキペダル
から前記入力部材に付与される入力推力と前記電動アクチュエータから前記アシスト部材
に付与されるアシスト推力とにより、マスタシリンダ内にブレーキ液圧を発生させ、該ブ
レーキ液圧による反力の一部が前記入力部材に、他の一部が前記アシスト部材にそれぞれ
伝達されるようにしたことを特徴とする。
　請求項３記載の発明は、請求項１または２に記載の電動倍力装置において、前記入力部
材と前記アシスト部材との間には、前記アシスト部材に対して前記入力部材を両者の相対
変位の中立位置に向けて付勢する付勢手段を設けたことを特徴とする。   
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項４記載の発明は、請求項１乃至３のいずれかに記載の電動倍力装置において、前
記コントローラは、ブレーキ液圧を増加する方向へ前記入力部材が移動するに従い、前記
入力部材の変位量に比べて前記アシスト部材の変位量が大きくまたは小さくなるように前
記目標変位量を設定し、該目標変位量に基づき前記電動アクチュエータを制御する。
　請求項５記載の発明は、請求項１乃至３のいずれかに記載の電動倍力装置において、前
記目標制御量設定部は、前記ブレーキペダルの操作量が初期位置から所定量移動したとき
に、前記アシスト部材の変位量が前記入力部材の変位量と同じかまたはこれよりも大きく
なる前記目標変位量を設定し、前記制御部は、設定された目標変位量に基づき前記電動ア
クチュエータを制御して前記アシスト部材を変位させ始めることを特徴とする。
　請求項６記載の発明は、請求項１乃至３のいずれかに記載の電動倍力装置において、前
記目標制御量設定部は、前記ブレーキペダルの操作量が所定量より小さいときに第１目標
変位量を設定し、前記ブレーキペダルの操作量が前記所定量以上となったときに、前記入
力部材と前記アシスト部材との相対変位量が前記第１目標変位量より大きい第２目標変位
量を設定することを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】



(5) JP 2007-112426 A5 2010.8.26

【０００９】
　請求項７記載の発明は、請求項１乃至３のいずれかに記載の電動倍力装置において、前
記目標制御量設定部は、前記ブレーキペダルの操作速度が所定速度より小さいときに第１
目標変位量を設定し、前記ブレーキペダルの操作速度が前記所定速度以上となったときに
、前記入力部材と前記アシスト部材との相対変位量が前記第１目標変位量より大きい第２
目標変位量を設定することを特徴とする。
　請求項８記載の発明は、請求項１乃至３のいずれかに記載の電動倍力装置において、前
記目標制御量設定部は、前記ブレーキペダルの踏み込み停止時に、前記入力部材に対して
前記アシスト部材がブレーキ液圧を増加する方向へ所定量変位するように前記目標変位量
を設定することを特徴とする。
　請求項９記載の発明は、請求項１乃至３のいずれかに記載の電動倍力装置において、前
記コントローラは、アクセルペダルの操作を検知するアクセルセンサまたはエンジンスロ
ットルの開閉を検知するスロットルセンサに基づく信号を受け、アクセルペダルの操作が
解除されたことを前記アクセルセンサが検知したときまたは前記エンジンスロットルが閉
となったことを前記スロットルセンサが検知したときに、前記マスタシリンダの無効スト
ローク分を減らすため、前記入力部材に対して前記アシスト部材がブレーキ液圧を増加す
る方向へ変位するように前記目標変位量を設定し、該目標変位量に基づき前記電動アクチ
ュエータを制御することを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項１０記載の発明は、請求項１乃至３のいずれかに記載の電動倍力装置において、
前記目標制御量設定部は、前記ブレーキペダルの操作量の増大に伴い、前記アシスト部材
と前記入力部材との相対変位量が大きくなるように前記目標変位量を設定することを特徴
とする。
　請求項１１記載の発明は、請求項１０に記載の電動倍力装置において、前記ブレーキペ
ダルの操作量は、前記ブレーキペダルからの踏力を検出する踏力センサ、前記電動アクチ
ュエータを構成する電動モータヘの電流量を検出する電流センサもしくはマスタシリンダ
のピストンにより発生する液圧を検出する液圧センサのいずれかの検出信号を演算して得
られた前記入力部材の変位量に相当する推定量、または、変位センサにより前記入力部材
の車両に対する絶対変位量に相当する出力のいずれかにより求めることを特徴とする。
　請求項１２記載の発明は、請求項１乃至１１のいずれかに記載の電動倍力装置において
、前記目標制御量設定部は、前記ブレーキペダルの操作量と前記アシスト変位量検出手段
からの信号とに基づき、前記入力部材と前記アシスト部材との相対変位関係が可変となる
前記目標変位量を設定することを特徴とする。
　請求項１３記載の発明は、請求項１２に記載の電動倍力装置において、前記アシスト変
位量検出手段は、前記電動アクチュエータを構成する電動モータに設けられたレゾルバの
出力に基づき前記電動モータの回転変位から前記アシスト部材の変位量を検出することを
特徴とする。
　請求項１４記載の発明は、請求項１乃至３、７のいずれかに記載の電動倍力装置におい
て、前記目標変位量設定部は、前記ブレーキペダルの操作量および該ブレーキペタルの操
作速度に基づいて前記目標変位量を設定することを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】



(6) JP 2007-112426 A5 2010.8.26

【００１１】
　請求項１から１４に記載の発明によれば、ブレーキペダルの操作量に応じて、前記入力
部材と前記アシスト部材との相対変位関係を可変とする変位量制御することにより、例え
ば、ブレーキアシストの制御など種々のブレーキ特性を得ることができ、しかも、一般に
低液圧領域ではストロークに対する液圧の変化が、高液圧領域に比べて小さいという事情
があることを考慮すると、ストロークを制御する変位量制御とすることによりブレーキと
して多用される低液圧領域での制動を高精度で行うことができる。
　請求項２に記載の発明によれば、入力部材がブレーキ液圧による反力の一部を受けるよ
うになっているので、入力部材とアシスト部材との相対変位関係を変更することにより、
入力部材のストロークに対して発生するブレーキ液圧を増減させ、この液圧の増減に応じ
て入力部材のストロークに対する踏力を変更することができ、これにより、入力部材のス
トロークとブレーキ液圧及び踏力との関係を所望のものに調整することができる。
　請求項３に記載の発明によれば、アシスト部材に対して入力部材を両者の相対変位の中
立位置に向けて付勢する付勢手段を設けているので、入力部材とアシスト部材との相対変
位関係を変更することにより、倍力比を可変とすることができる。
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